
「ち
よ
だ
文
学
賞
」
受
賞
作

品
を
映
画
化
し
た
「
森
崎
書

店
の
日
々
」を
観
ま
し
た
。

い
つ
も
見
慣
れ
た
神
保
町

界
隈
に
、
一
段
と
趣
が
感
じ

ら
れ
る
映
像
で
し
た
。

ま
た
、
「
古
書
店
主
」
の
心

意
気
や
、
「
本
」
を
通
じ
て
傷

心
を
ふ
っ
切
る
こ
と
が
で
き
た

女
性
の
変
化
の
様
子
が
小
説

ど
お
り
に
描
か
れ
、
音
楽
も

効
果
的
で
し
た
。

映
画
館
か
ら
出
る
と
、

「
古
本
ま
つ
り
」
の
提
灯
と
裸

電
球
の
下
、
雑
踏
が
心
地
よ

く
感
じ
た
の
は
映
像
の
影
響
？

「
ち
よ
だ
文
学
賞
」
の
予
算

は
約
一
五
〇
〇
万
円
で
す
。

様
々
な
新
人
賞
が
あ
る

中
で
区
が
行
う
意
義
は
、
「千

代
田
の
再
発
見
」
に
繋
が
る

作
品
が
発
掘
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
こ
そ
で
し
ょ
う
か
。
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第
三
回
定
例
区
議
会
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
「
区
公
共
事
業
の

不
正
入
札
疑
惑
」
に
、
究
明
を

求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

区
保
養
施
設
の
建
設
工
事
を

受
注
し
た
い
と
動
い
て
い
る
業

者
か
ら
、
向
島
の
料
亭
な
ど
で

数
回
に
わ
た
り
接
待
を
う
け
、

帰
り
際
に
「
お
車
代
」
な
ど
と

し
て
合
計
四
十
万
円
受
け
取
っ

た

現

職

議

員

は

、

こ

れ

を

「
『
政
治
資
金
』
と
し
て
届
け

出
て
い
る
か
ら
問
題
な
い
」
と

公
言
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
区
議
が
公
共
事
業

入
札
の
関
係
者
か
ら
接
待
や
金

品
を
受
け
る
こ
と
自
体
、
庶
民

感
覚
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

「
『
疑
惑
』
の
解
明
は
必
要

な
い
」
と
、
調
査
特
別
委
員
会

設
置
に
反
対
し
た
議
員
に
対
し

て

も

、

「

究

明

さ

れ

る

と

困

る

こ

と

が

あ
る
の
で
は
？
」

と
疑
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

区
政
の
チ
ェ
ッ
ク
は
議
会
の

大
事
な
仕
事
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ

、
過
去

の
こ
と

で
あ
れ

、

「
疑
惑
に
フ
タ
」
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

道
義
的
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

区
民
の
疑
問
に
答
え
る
べ
き
で

す
。国

会
で
も
、
「
政
治
と
カ
ネ
」

が
大
問
題
で
す
。

民
主
党
は
、
公
約
を
破
り
企

業
・
団
体
か
ら
の
政
治
献
金
を

再
開
し
ま
し
た
。

企
業
や
団
体
か
ら
お
カ
ネ
を

も
ら
っ
て
本
当
に
国
民
や
区
民

の
た
め
の
政
治
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。

現
職
議
員
が
認
め
る
事
実

現
職
区
議
が
区
公
共
事
業
関
係
者
か
ら

料
亭
で
接
待
さ
れ
、
「
お
車
代
」
な
ど
四
十
万
円
受
領
と
は
？

来
年
四
月
に
い
っ
せ
い
地
方

選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す

千
代
田
区
は
都
知
事
選
挙
と

区
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

投
票
日
は
、
都
知
事
選
挙
が

四
月
三
日
、
千
代
田
区
議
会
議

員
選
挙
は
四
月
二
四
日
の
予
定

で
す
。

「
政
治
と
カ
ネ
」
は

国
会
で
も
大
き
な
争
点

道
義
的
責
任
に

区
民
の
怒
り
ひ
ろ
が
る

毎週火曜日朝は九段下な

ど、金曜日昼は神保町で、

その他随時まちかどから区

政報告など行っています。



休
日
診
療
所
、
助
か
り
ま
し
た

三
連
休
の
初
日
に
発
熱
し
た
の
で
、
早
速
休

日
診
療
所
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
開
設
し

た
ば
か
り
の
た
め
か
、
診
療
後
の
会
計
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
薬
も
処
方
さ
れ
て

助
か
り
ま
し
た
。
待
っ
て
い
る
間
も
次
々
患
者

さ
ん
が
来
て
い
ま
し
た
よ
。

（
富
士
見
一
・
Ａ
さ
ん
）

福
祉
会
館
跡
地
が
高
齢
者
施
設
に
な
れ
ば

主
人
が
初
め
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
私
は
用
事
を
済

ま
せ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
骨
休
め
も
で
き
ま
し
た
。

富
士
見
福
祉
会
館
跡
地
が
特
養
ホ
ー
ム
に
な

れ
ば
、
ご
近
所
同
士
が
会
え
て
昔
話
が
で
き
て

い
い
で
す
ね
。

（
富
士
見
一
・
Ｂ
さ
ん
）

「事
業
仕
分
け
」も
疑
問
だ
ね

文
化
・
芸
術
予
算
を
「
効
果
の
説
明
不
十
分
」

と
い
っ
て
バ
ッ
サ
リ
削
る
の
は
考
え
物
。
今
だ
っ

て
日
本
の
文
化
予
算
は
「
思
い
や
り
予
算
」
の

半
分
、
韓
国
の
一
割
だ
っ
て
？

予
算
を
つ
け
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
に
気

軽
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

余
っ
た
政
党
助
成
金
を
二
千
万
円
も
貯
め
込

ん
で
い
る
話
を
聞
く
が
、
「
事
業
仕
分
け
」
の

対
象
を
考
え
る
べ
き
。
（
神
保
町
三
・
Ｃ
さ
ん
）

みなさんのご意見をお寄せください

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
は
、
感
染
か
ら
発
症
ま
で
十
〜
三

十
年
か
か
る
と
推
定
さ
れ
、
国
内
で
は
年
間
約
一
万
五
千
人
が
発
症
、
約

三
千
五
百
人
が
亡
く
な
り
、
そ
の
多
く
が
二
十
〜
三
十
代
で
す
。

し
か
し
他
の
癌
と
違
い
、
感
染
の
予
防
効
果
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
が
開
発

さ
れ
、
区
は
十
一
月
か
ら
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

<

対
象
は
中
一
〜
三
年
女
子
（
当
面
高
三
ま
で
）
・
三
回
・
四
万
五
千
円
限
度>

石
原
都
知
事
は
、
築
地

市
場
を
豊
洲
に
移
転
す
る

た
め
の
関
連
予
算
を
執
行

す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

東
京
ガ
ス
工
場
跡
地
の

豊
洲
新
予
定
地
は
、
有
害

物
質
で
汚
染
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
強
い
場
所
で
す
。

都
が
行
っ
た
土
壌
や
地

下
水
の
調
査
は
ず
さ
ん
、

報
告
も
「
恣
意
的
」
と
科

学
者
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

新
市
場
予
定
地
の
土
地

購
入
を
主
張
す
る
自
民
・

公
明
と
、
建
築
工
事
の
基

本
設
計
費
な
ど
約
二
一
億

円
の
執
行
を
認
め
た
民
主

は
、
「
食
の
安
全
」
を
保

障
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

都
議
会
で
は
、
築
地
市

場
の
移
転
・
現
在
地
再
整

備
に
つ
い
て
比
較
検
討
が

四
月
か
ら
始
ま
り
、
九
月

議
会
で
も
継
続
検
討
を
決

め
た
ば
か
り
で
す
。

移
転
計
画
の
背
景
に
、

築
地
・
晴
海
・
銀
座
の
再

開
発
構
想
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

再
開

発
の
た
め
に

、

「
食
の
安
全
」
が
な
い
が

し
ろ
で
は
困
り
ま
す
。

「

食
の
安
全
・
安
心
」
が
危
な
い
！

築
地
市
場
は
現
在
地
で
再
整
備
を

菅
首
相
は
、
関
税
を
原

則
撤
廃
す
る
環
太
平
洋
戦

略
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
に
「
参
加
検
討
」
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

参
加
す
れ
ば
、
農
産
物
・

畜
産
・
酪
農
の
生
産
が
大

打
撃
と
な
り
、
農
水
省
の

試
算
で
は
、
コ
メ
は
生
産

量
の
一
割
、
小
麦
は
一
％
、

乳
製
品
の
全
量
が
外
国
産

に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

食
料
自
給

率
は
、
現
在

の
四
十
％
か

ら
十
四
％
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。一

部
財
界
に
「
輸
出
の

利
益
」
が
あ
っ
て
も
、
国

民
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
に

対
し
、
全
国
で
危
惧
の
声

が
続
出
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
食
料
自
給
率
激
減
に




